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鯖
江
藩
大
庄
屋
の
職
掌
に
つ
い
て

野

尻

泰

は
じ
め
に

越
前
国
内
の
諸
藩
に
は
大
庄
屋
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、
藩
の
支
配
や
地
域
に
対
し
て
様
々
な
役
割
を
果

た
し
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
の
設
置
時
期
や
制
度
的
変
遷
な
ど
は
ま
だ
不

明
な
点
が
多
い
1
0

越
前
国
内
に
お
け
る
大
庄
屋
に

つ
い
て
は
ま
だ
研
究
蓄
積
が
薄
い
が
、
近
年
は
在
地

に
お
い
て
大
き
な
力
を
持
っ
て
い
た
大
庄
屋
の
分
析

か
ら
、
地
域
社
会
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
動
き

が
活
発
化
し
て
い
る
2
0

か
つ
て
の
大
庄
屋
研
究
は
、

大
庄
屋
を
藩
の
地
方
支
配
の
末
端
や
一
授
の
打
ち
こ

わ
し
の
対
象
と
い
っ
た
面
で
分
析
さ
れ
て
き
た
が
、

現
在
で
は
、
大
庄
屋
と
地
域
と
の
関
連
を
実
態
面
か

ら
追
究
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
筆
者
も
こ
の
よ
う
な

研
究
動
向
に
大
き
く
学
び
、
近
世
越
前
の
様
相
を
明

ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
享
保
期

の
立
藩
よ
り
廃
藩
に
至
る
ま
で
ほ
ぼ
一
貫
し
て
大
庄

屋
制
が
施
行
さ
れ
て
い
た
鯖
江
藩
を
事
例
に
先
の
課

¥ 
/ 

弘

題
を
考
察
し
て
い
く
。
そ
の
基
礎
作
業
と
し
て
、
本

稿
で
は
大
庄
屋
の
職
掌
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
鯖
江

藩
大
庄
屋
制
は
享
保
七
年
の
大
庄
屋
制
施
行
、
寛
延

二
年
の
大
庄
屋
一
斉
罷
免
、
宝
暦
二
年
か
ら
の
触
元

制
、
宝
暦
一
二
年
か
ら
の
大
庄
屋
制
再
施
行
と
い
っ

た
制
度
的
変
遷
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

時
期
に
つ
い
て
大
庄
屋
の
職
掌
の
確
認
を
行
う
。
な

お
こ
こ
で
は
、
陣
屋
附
村
を
管
轄
し
た
陣
屋
附
庄
屋

も
大
庄
屋
に
含
め
て
論
じ
て
い
く
。

本
論
に
入
る
前
に
先
行
研
究
を
一
瞥
し
て
お
く
。

鯖
江
藩
大
庄
屋
の
職
掌
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
と
し

て
は
吉
田
叡
氏
の
論
文
3

を
、
触
元
に
つ
い
て
は
浅

井
潤
子
氏
の
論
文
4

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
吉

田
氏
は
、
乙
坂
組
大
庄
屋
千
秋
家
の
天
保
六
年
の
「
御

用
日
記
留
」
を
用
い
て
、
天
保
飢
鐘
の
影
響
を
受
け

る
前
の
大
庄
屋
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
こ
で

は
、
全
国
の
大
庄
屋
で
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
な
一
般

的
な
職
掌
5

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
浅
井
氏
は
、

触
元
そ
の
も
の
を
研
究
し
て
は
い
な
い
が
、
論
考
に

付
随
す
る
形
で
触
元
の
給
米
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
鯖
江
藩
大
庄
屋
の
職
掌
を
正

面
か
ら
扱
っ
た
研
究
は
吉
田
氏
の
も
の
の
み
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
吉
田
氏
の
研
究
は
、
天
保

六
年
の
御
用
留
の
内
容
に
つ
い
て
の
み
分
析
し
た
も

の
で
あ
り
、
先
述
し
た
制
度
的
変
遷
を
経
な
が
ら
も

一
四
O
年
以
上
に
わ
た
り
存
在
し
た
大
庄
屋
制
全
般

に
つ
い
て
の
検
討
は
な
い
。
ま
た
、
御
用
留
を
使
用

し
た
研
究
に
つ
い
て
も
近
年
新
た
な
指
摘
が
な
さ
れ

て
お
り
6

、
そ
の
点
に
つ
い
て
も
留
意
し
て
お
き
た

い
。
当
該
地
域
に
は
大
庄
屋
の
御
用
留
が
ま
と
ま
っ

て
現
存
し
て
い
る
こ
と
は
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
た

が
7

、
そ
れ
に
つ
い
て
史
科
学
的
に
検
討
さ
れ
た
こ

と
は
な
く
、
今
後
は
そ
の
全
容
の
把
握
も
急
務
と
い

h

え
マ
ゐ
8
0

-
触
元
役
以
前
の
大
庄
屋
の
職
掌

享
保
七
年
(
一
七
二
二
)
か
ら
寛
延
二
年
(
一
七

四
九
)
ま
で
の
大
庄
屋
の
職
掌
に
つ
い
て
み
て
み
よ

う
。
こ
こ
で
は
東
鯖
江
村
の
陣
屋
附
庄
屋
窪
田
家
の

御
用
留
9

や
そ
の
他
の
個
別
事
例
よ
り
当
該
期
の
大

庄
屋
の
職
掌
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

①
用
水
関
係
な
ど

鯖
江
藩
領
は
幕
領
・
他
藩
領
と
錯
綜
し
て
お
り
、

用
水
な
ど
で
争
論
に
な
る
こ
と
も
多
か
っ
た
叩

O

ま

た
、
用
水
に
関
わ
る
事
件
は
大
庄
屋
の
組
下
村
内
で

も
起
き
て
お
り
、
こ
れ
を
取
扱
う
の
は
大
庄
屋
の
重
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要
な
職
務
で
あ
っ
た
。

享
保
七
年
(
一
七
二
二
)
五
月
、
中
新
庄
村
内
の

江
筋
取
極
証
文
を
下
新
庄
組
大
庄
屋
へ
提
出
し
て
い

る
u
o

延
享
四
年
(
一
七
四
七
)
二
月
に
は
、
戸
谷

村
・
長
尾
村
・
三
ツ
屋
村
・
中
新
庄
村
の
江
波
に
際

し
、
下
新
庄
組
大
庄
屋
が
立
ち
会
っ
て
い
る
辺

O

用
水
が
破
損
し
た
場
合
に
修
復
を
願
い
出
る
際
の

経
路
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
村
よ
り
願
書
上

申
↓
役
所
が
大
庄
屋
へ
江
筋
見
分
を
仰
せ
付
け
る
↓

大
庄
屋
が
見
分
、
結
果
を
役
所
へ
上
申
↓
役
所
が
指

図
を
仰
せ
付
け
る
↓
村
。
以
上
か
ら
、
用
水
取
締
に

は
大
庄
屋
が
深
く
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
他
組
・
他
領
と
の
用
水
な
ど
の
争
論
調
停

に
お
い
て
も
大
庄
屋
が
話
し
合
い
に
出
て
く
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
寛
保
元
年
(
一
七
四
一
)

一
O
月
、
下
新
庄
組
上
新
庄
五
か
村
が
藩
の
東
御
蔵

へ
年
貢
米
を
運
送
す
る
と
き
に
通
る
福
井
藩
領
上
鯖

江
村
・
五
郎
丸
村
の
道
の
補
修
を
願
っ
た
際
、
陣
屋

附
庄
屋
東
鯖
江
村
彦
左
衛
門
・
定
次
村
庄
屋
久
兵
衛

が
福
井
藩
領
の
村
と
の
仲
介
を
し
て
い
る
日
0

②
人
足
・
才
覚
金
関
係

人
足
や
才
覚
金
の
徴
収
に
も
大
庄
屋
は
重
要
な
役

割
を
果
た
し
た
。

野
尻

鯖
江
藩
大
庄
屋
の
職
掌
に
つ
い
て

享
保
一
三
年
(
一
七
二
八
)
八
月
、
鯖
江
城
下
の

「
食
違
い
の
土
居
」
を
建
設
す
る
た
め
六
組
大
庄
屋

に
対
し
て
、
総
勢
千
人
の
人
足
を
割
当
て
た
は
。

享
保
一
五
年
、
領
圏
内
よ
り
三
五
O
O
両
の
才
覚

金
(
高
一

O
O
石
に
七
両
づ
っ
)
を
割
当
て
、
そ
の

徴
収
方
を
大
庄
屋
へ
命
じ
た
日
。

延
享
三
年
(
一
七
四
六
)
、
江
戸
屋
敷
の
蔵
出
火
に

よ
り
、
高
一

O
O
石
に
つ
き
=
一
両
余
の
金
子
調
達
が

藩
か
ら
大
庄
屋
・
陣
屋
附
庄
屋
へ
要
請
さ
れ
た
。
こ

の
時
の
引
当
は
一
両
に
つ
き
二
俵
半
の
手
形
で
あ
っ

た
目
。
こ
の
よ
う
に
大
庄
屋
は
領
内
か
ら
の
才
覚
金

徴
収
な
ど
の
単
位
と
な
っ
た
。
な
お
近
世
後
期
、
才

覚
金
の
賦
課
は
間
部
詮
勝
の
幕
閣
で
の
昇
進
に
よ
り

更
に
頻
繁
に
な
り
、
大
庄
屋
の
職
務
に
占
め
る
そ
の

度
合
い
も
増
し
て
い
く
げ

O

③
巡
見
案
内

幕
府
巡
見
使
、
領
主
や
藩
役
人
が
組
下
の
村
々
を

廻
村
す
る
際
に
、
通
行
案
内
や
休
泊
の
世
話
を
す
る

の
も
大
庄
屋
の
職
務
で
あ
っ
た
。

延
享
三
年
(
一
七
四
六
)
、
巡
見
使
案
内
役
と
し
て

下
新
庄
組
大
庄
屋
平
左
衛
門
・
中
一
戸
ノ
口
組
大
庄
屋

弥
左
衛
門
・
大
屋
組
大
庄
屋
宇
兵
衛
の
各
大
庄
屋
が

出
向
い
て
、
郡
役
長
谷
川
半
右
衛
門
・
茂
木
重
右
衛

門
を
案
内
し
て
い
る
国
。

④
拝
借
金
・
拝
借
米
願

寛
延
元
年
(
一
七
四
八
)
、
中
戸
ノ
口
組
の
組
下

村
々
で
未
進
高
が
か
さ
み
困
窮
し
た
た
め
、
中
戸
ノ

口
組
大
庄
屋
弥
左
衛
門
は
「
五
年
賦
御
貸
被
下
候

様
」
申
立
て
、
藩
は
大
庄
屋
弥
左
衛
門
へ
五
ヶ
年
斌

貸
付
を
行
っ
た
泊
。

寛
延
二
年
(
一
七
四
九
)
二
月
、
六
組
大
庄
屋
お

よ
び
陣
屋
附
庄
屋
は
連
名
で
、
悪
作
が
続
い
た
こ
と

に
よ
り
村
方
が
困
窮
し
て
い
る
の
で
拝
借
米
を
願
っ

た
。
さ
ら
に
、
下
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
拝
借
米
が

昨
年
よ
り
減
少
し
て
い
る
の
で
再
度
拝
借
願
を
出
し

て
い
る
目
。

⑤
年
貢
取
立
へ
の
関
与

年
貢
徴
収
は
藩
の
重
要
課
題
で
あ
り
幻
、
そ
れ
を

納
め
る
こ
と
は
大
庄
屋
の
重
要
な
職
務
の
一
つ
で
あ

つ
れ
~
。享

保
九
年
(
一
七
二
四
)
、
藩
は
年
貢
取
立
て
に
関

し
て
「
正
月
十
日
前
後
よ
り
大
庄
屋
共
江
」
へ
厳
し

く
申
付
け
た
n
o

宝
暦
二
年
(
一
七
五
二
)
二
月
二
七
日
、
木
本
領

家
組
の
五
ケ
村
(
現
勝
山
市
域
)
が
年
貢
納
方
に
関

し
て
「
前
々
大
庄
屋
取
立
ニ
而
不
勝
手
之
筋
御
座
候
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ニ
付
、
御
代
官
様
御
直
納
ニ
御
願
申
上
候
」
と
願
い

出
て
い
る
お

O

こ
こ
か
ら
触
元
制
以
前
の
大
庄
屋
が

年
貢
取
立
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
、
当
該
期
の
大
庄
屋
の
職
掌
を
見
た
。
史
料

的
制
約
に
よ
り
、
お
お
よ
そ
の
把
握
に
と
ど
ま
っ
た

が
、
そ
の
職
掌
は
後
述
す
る
大
庄
屋
再
任
時
以
降
の

も
の
と
大
枠
で
共
通
し
て
い
た
。
続
け
て
、
触
元
の

職
掌
を
見
て
い
こ
う
。

E
触
元
の
職
掌

宝
暦
二
年
(
一
七
五
二
)
か
ら
宝
暦
一
二
年
(
一

七
六
二
)
ま
で
施
行
さ
れ
て
い
た
触
元
役
の
職
掌
に

つ
い
て
み
て
い
く
o

な
お
、
大
庄
屋
が
一
斉
罷
免
さ

れ
た
剖
寛
延
二
年
(
一
七
四
九
)
一
一
一
月
か
ら
触
元

が
任
命
さ
れ
る
宝
暦
二
年
(
一
七
五
二
)
ま
で
の
約

=
一
年
間
の
地
方
支
配
に
つ
い
て
は
史
料
が
未
発
掘
で

あ
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

さ
て
、
以
下
は
触
元
の
職
務
を
史
料
・
自
治
体
史

よ
り
箇
条
書
き
に
し
た
も
の
で
あ
る
目
。

・
宝
暦
二
年
大
工
手
間
賃
な
ど
に
関
す
る
取
り
決

め
を
大
工
棟
梁
・
池
田
郷
中
庄
屋
よ
り
水
海
触
一
冗

へ
提
出
出

・
宝
暦
五
年

渡
り
木
地
屋
よ
り
水
海
触
元
へ
身
元

証
明
提
出
U

-
宝
暦
八
年
触
元
よ
り
の
配
符
村
継
に
遅
滞
が
な

い
よ
う
に
村
々
請
書
提
出
国

・
宝
暦
八
年
触
元
・
陣
屋
附
庄
屋
ら
が
飢
人
へ
の

救
米
願
を
藩
へ
上
申
四

・
宝
暦
八
年
後
藤
氏
の
分
銅
改
め
に
つ
き
、
触
元

名
惣
代
と
し
て
下
新
庄
村
平
左
衛
門
が
「
御
領
内

二
分
銅
無
御
座
候
旨
書
付
」
を
提
出
羽

・
宝
暦
九
年
水
海
触
元
が
神
社
の
由
緒
書
に
裏
書
訓

・
宝
暦
一

O
年
江
戸
上
屋
敷
類
焼
に
つ
き
在
中
へ

御
用
金
二

0
0
0
両
(
引
当
・
利
息
な
し
)
を
賦

課
、
地
方
役
所
へ
「
六
ヶ
組
触
元
共
、
両
鯖
江
村

・
定
次
村
庄
屋
」
を
呼
び
出
し
、
申
渡
す
沼

・
宝
暦
一

O
年
公
儀
巡
見
に
つ
き
、
触
元
、
両
鯖

江
・
定
次
村
庄
屋
へ
領
内
の
山
崩
・
川
欠
・
道
橋

損
に
つ
い
て
の
「
吟
味
書
付
L

提
出
を
申
付
沼

・
宝
暦
一
一
一
年
触
元
、
両
鯖
江
・
定
次
村
庄
屋
へ

高
掛
金
二

0
0
0
両
を
仰
せ
付
け
M

以
上
よ
り
触
元
の
職
掌
は
、
藩
命
下
達
、
諸
願
書

奥
印
・
裏
書
、
巡
見
使
案
内
、
救
岨
願
、
高
掛
金
徴

収
な
ど
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
訴
訟
の
調
停
に
つ
い
て
も
触
元
役
以
前
の

大
庄
屋
と
同
様
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
史
料

よ
り
触
元
の
訴
訟
調
停
へ
の
関
与
を
見
て
お
こ
う
。

〔
史
料
ニ
担

覚

一
村
々
諸
願
筋
軽
重
共
ニ
触
元
奥
印
形
取
之
指

出
可
申
候

一
公
事
出
入
等
之
義
ハ
双
方
触
元
内
吟
味
仕
、

内
々
ニ
而
取
暖
可
相
済
義
ハ
触
元
心
を
添
取

計
可
相
済
、
若
不
相
済
訴
出
候
ハ
主
内
吟
味

之
趣
触
元
口
上
書
相
添
可
差
出
候
、
重
キ
義

ハ
触
元
直
ニ
役
所
へ
出
委
細
吟
味
之
趣
可
申

達
事

一
触
元
役
年
中
入
用
筆
紙
墨
代
銀
之
儀
、
庄
屋

共
相
談
吟
味
之
上
積
書
役
所
江
吟
味
請
相
極

可
申
事

一
郡
中
割
之
義
は
去
ル
巴
年
己
来
之
通
り
、
壱

組
与
庄
屋
共
之
内
両
=
一
人
宛
年
々
代
合
罷
出

割
合
可
仕
候
、
勿
論
割
合
銀
取
集
之
儀
も
右

割
合
に
罷
出
候
庄
屋
共
白
取
集
、
直
ニ
触
元

共
へ
相
渡
し
可
申
候
、
勿
論
割
合
相
極
候
上

ニ
而
触
元
へ
割
合
趣
可
申
達
事

一
組
割
村
割
致
候
節
、
巳
年
之
振
合
定
式
之
外

臨
時
入
用
之
筋
有
之
候
ハ
〉
、
役
所
へ
申
出

差
図
之
上
割
合
入
可
申
候
、
触
元
並
庄
屋
共
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私
之
了
簡
を
以
竪
割
合
入
申
間
敷
事

一
触
元
共
鯖
江
並
村
方
へ
御
用
ニ
而
罷
出
候

節
、
賄
之
義
其
時
之
帳
面
記
役
所
江
差
出

し
、
開
届
之
上
印
形
取
置
、
右
帳
面
を
以
割

合
入
可
申
事

右
は
今
度
触
元
役
被
仰
付
候
ニ
付
、
勤
方
之
儀

右
之
通
触
元
共
へ
申
渡
置
候
間
可
得
其
青
山
候
、

尤
村
方
費
成
義
無
之
様
万
端
吟
味
可
仕
候
、
巳

上

81 

宝
暦
弐
申
年

右
御
堂
百
下
之
写

一
箇
条
目
よ
り
、
触
元
は
諸
願
書
に
奥
書
を
す
る

こ
と
、
つ
ま
り
藩
へ
の
上
申
文
書
を
把
握
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
二
箇
条
目
か
ら
明
ら
か
な
よ

う
に
、
触
元
は
訴
訟
に
関
し
て
役
所
へ
出
訴
す
る
前

に
自
ら
吟
味
し
、
当
事
者
が
役
所
に
出
訴
に
及
ば
な

い
よ
う
に
、
内
済
を
は
た
ら
き
か
け
る
よ
う
に
指
示

さ
れ
て
い
た
。
ど
う
し
て
も
内
済
で
す
ま
な
い
場

合
、
触
元
が
吟
味
し
た
口
上
書
を
添
え
て
出
訴
に
及

ぶ
か
、
さ
ら
に
重
大
な
事
件
の
と
き
に
は
触
元
が
直

接
役
所
で
詳
細
を
述
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ

の
よ
う
に
触
元
は
在
地
の
実
情
を
把
握
し
、
藩
の
地

方
支
配
の
負
担
を
軽
減
す
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を

野
尻

鯖
江
藩
大
庄
屋
の
職
掌
に
つ
い
て

果
た
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

同
じ
く
[
史
料
ニ
か
ら
、
諸
入
用
に
関
し
て
触

元
が
ど
の
よ
う
に
関
与
し
て
い
た
の
か
を
見
て
お
こ

、ハノ
o=

一
箇
条
目
に
は
触
元
年
中
入
用
(
筆
・
紙
・
墨
)

は
、
組
下
村
の
庄
屋
た
ち
が
相
談
し
、
積
書
を
作
成

し
て
役
所
に
お
い
て
吟
味
を
請
け
、
そ
れ
を
決
定
し

た
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
触
元
の
年
中
入
用
は
、
触
元

が
独
自
に
決
定
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
組
下
村
々

の
庄
屋
た
ち
に
よ
る
相
談
と
合
意
、
そ
し
て
落
役
所

の
承
認
を
経
て
決
定
さ
れ
て
い
た
。

四
箇
条
目
よ
り
、
巳
年
以
来
郡
中
割
(
郡
全
体
に

関
す
る
入
用
)
は
、
一
組
か
ら
庄
屋
=
一
人
が
年
交
代

で
出
て
割
合
い
、
庄
屋
た
ち
が
銀
を
取
り
集
め
た
こ

と
が
わ
か
る
。
触
元
に
は
庄
屋
か
ら
集
め
ら
れ
た
銀

が
差
し
出
さ
れ
る
の
み
で
あ
り
、
そ
の
割
合
に
つ
い

て
は
関
与
し
て
い
な
い
。
割
合
に
つ
い
て
触
元
は
事

後
報
告
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
触
元
の
郡
中
入
用
へ

の
関
与
は
組
下
村
か
ら
の
銀
の
一
括
収
納
で
あ
り
、

算
用
決
定
に
つ
い
て
は
関
与
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て

し
た五

箇
条
目
に
は
組
割
・
村
割
の
臨
時
入
用
は
役
所

に
上
申
し
、
指
図
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

触
元
や
庄
屋
が
私
的
な
見
解
を
は
さ
ん
で
は
な
ら
な

い
と
さ
れ
た
と
あ
る
。
六
箇
条
目
か
ら
は
、
触
元
の

鯖
江
や
村
へ
の
出
張
に
関
す
る
賄
い
費
用
は
、
帳
面

に
記
入
し
役
所
へ
提
出
、
役
所
で
承
諾
を
得
て
そ
の

費
用
を
割
合
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

組
下
村
々
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
触
元
の

費
用
に
つ
い
て
は
、
組
下
村
の
庄
屋
と
役
所
の
監
査

を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
郡
割
で
は
組
下
村

の
庄
屋
の
代
表
が
入
用
の
割
賦
を
決
定
し
て
い
る
の

に
比
べ
、
触
元
は
そ
の
決
定
の
事
後
報
告
を
受
け
る

だ
け
で
あ
る
こ
と
、
組
割
・
村
割
(
臨
時
入
用
)
に

は
触
元
・
庄
屋
が
勝
手
な
判
断
で
割
り
合
う
の
で
は

な
く
役
所
へ
届
出
て
か
ら
割
り
合
う
こ
と
、
な
ど
を

考
慮
す
る
と
触
元
の
入
用
へ
の
関
与
は
低
く
、
各

村
々
で
の
相
談
に
役
所
の
監
杢
が
入
っ
て
、
入
用
が

決
定
し
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

E
再
任
後
の
大
庄
屋
の
職
掌

触
元
が
大
庄
屋
と
し
て
再
任
さ
れ
た
後
の
職
掌
に

つ
い
て
検
討
す
る
。
当
該
期
は
、
御
用
留
や
個
別
史

料
な
ど
が
先
の
二
つ
の
時
期
よ
り
多
く
残
存
し
て
い

る
の
で
、
そ
の
職
掌
を
さ
ら
に
詳
し
く
見
て
い
き
た

い
。
主
と
し
て
、
乙
坂
組
大
庄
屋
千
秋
家
の
「
御
用
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日
記
留
」
(
御
用
留
)
を
検
討
す
る
。

ま
ず
、
千
秋
家
と
「
御
用
日
記
留
」
の
説
明
を
し

て
お
こ
う
出

O

「
御
用
B
記
留
」
は
乙
坂
組
大
庄
屋

で
あ
る
千
秋
家
の
当
主
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
。
千
秋

家
は
寛
政
四
年
(
一
七
九
二
)
か
ら
明
治
期
ま
で
四

代
に
わ
た
り
大
庄
屋
を
勤
め
た
。
千
秋
家
文
書
中
に

は
文
化
四
年
(
一
八
O
七
)
1
明
治
四
年
(
一
八
七

一
)
ま
で
六
四
年
間
に
五
九
冊
の
「
御
用
日
記
留
」

が
残
さ
れ
て
い
る
(
表
一
参
照
)
訂

O

「
御
用
日
記

留
」
は
、
ほ
ぼ
毎
年
一
冊
づ
っ
作
ら
れ
、
一
月
か
ら

一
一
一
月
ま
で
書
か
れ
て
い
る
。

執
筆
者
に
つ
い
て
。
寛
政
四
年
か
ら
明
治
に
至
る

ま
で
千
秋
家
で
は
四
名
が
大
庄
屋
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
誰
が
ど
の
「
御
用
日
記
留
」
を
記
述
し
た
の

か
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
。
「
乙
坂
組
御
礼
之
者
共

明
細
帳
」
(
「
越
前
国
鯖
江
間
部
家
文
書
」
、
国
立
史
料

館
マ
イ
ク
ロ
複
製
本
)
に
よ
れ
ば
、
乙
坂
組
の
初
代

大
庄
屋
は
角
兵
衛
(
の
ち
覚
兵
衛
と
改
名
)
で
あ
り
、

寛
政
四
年
七
月
か
ら
こ
れ
を
勤
め
、
文
化
=
一
年
五
月

依
願
に
よ
り
大
庄
屋
を
退
役
し
た
。
二
代
目
は
磯
右

衛
門
(
文
化
一

O
年
頃
よ
り
覚
兵
衛
、
丈
政
六
年
頃

に
鶴
兵
衛
と
改
名
)
で
あ
り
、
文
化
=
一
年
五
月
か
ら

こ
れ
を
勤
め
、
丈
政
二
二
年
七
月
老
年
に
つ
き
願
の

と
お
り
役
儀
を
差
免
さ
れ
、
隠
居
し
た
(
天
保
二
年

五
月
病
死
)

0

三
代
目
は
郡
治
(
天
保
三
年
一

O
月

頃
よ
り
鶴
兵
衛
と
改
名
)
で
あ
り
、
丈
政
二
二
年
七

月
か
ら
こ
れ
を
勤
め
、
文
久
元
年
六
月
大
庄
屋
在
職

中
に
七
一
歳
で
病
死
し
た
o

四
代
目
は
郡
治
(
慶
応

三
年
頃
に
鶴
兵
衛
、
明
治
二
年
九
月
頃
に
鶴
巣
と
改

名
)
で
あ
り
、
丈
久
元
年
八
月
よ
り
こ
れ
を
勤
め
、

明
治
を
迎
え
た
泊
。
三
代
目
死
去
後
か
ら
四
代
目
が

大
庄
屋
役
に
就
く
ま
で
約
二
ヶ
月
の
間
隔
が
あ
る

が
、
そ
の
聞
は
下
新
庄
組
大
庄
屋
福
岡
平
左
衛
門
が

「
御
間
合
」
と
し
て
乙
坂
組
大
庄
屋
の
職
務
を
代
行

し
た
泊
。
以
上
の
こ
と
と
表
一
か
ら
見
る
と
、
初
代

角
兵
衛
の
「
御
用
日
記
留
L

の
存
在
は
確
認
で
き
な

い
。
ま
た
、
表
一
の
番
号
で
い
え
ば
二
代
目
は
一

1

一
九
、
=
一
代
目
は
二

0
1
四
八
、
四
代
目
は
四
九
l

五
九
の
「
御
用
日
記
留
」
を
記
述
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
た
だ
し
文
政
一
一
了
一
三
年
の
大
庄
屋
は
二
代

目
鶴
兵
衛
で
あ
る
が
、
「
御
用
日
記
留
」
に
は
三
代

目
の
郡
治
の
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
大
庄
屋
在
職
者

と
「
御
用
日
記
留
」
執
筆
者
の
問
に
ズ
レ
が
あ
る
。

こ
の
ズ
レ
に
つ
い
て
現
時
点
で
は
明
確
に
答
え
を
出

し
得
な
い
が
、
文
化
一
一
年
の
「
御
用
日
記
留
」
に

は
二
代
目
覚
兵
衛
の
大
庄
屋
退
役
願
の
雛
形
が
あ

り
、
さ
ら
に
文
政
三
年
の
「
御
用
日
記
留
」
に
は
大

庄
屋
退
役
願
が
あ
る
の
で
、
名
目
上
は
二
代
目
覚
兵

衛
が
大
庄
屋
で
あ
っ
た
が
、
実
務
は
三
代
目
郡
治
が

行
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お

。

/
¥
 次

に
形
態
面
に
つ
い
て
。
ま
ず
一
見
し
て
気
づ
く

こ
と
は
そ
の
装
丁
の
違
い
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
天
保
元
年
の
「
御
用
日
記
留
」
を
境
に
大
別
で

き
る
。
天
保
元
年
よ
り
前
の
「
御
用
日
記
留
」
を
A

群
(
表
一
、
番
号
一

1
一
九
)
と
し
、
天
保
元
年
以

後
の
そ
れ
を
B
群
(
表
一
、
番
号
二

0
1
五
九
)
と

す
る
と
、

A
群
は
表
紙
も
薄
手
の
紙
が
使
わ
れ
て
い

て
と
く
に
裏
表
紙
は
な
い
。
綴
じ
方
も
こ
よ
り
で
右

端
を
と
じ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
表
題
も
「
大

庄
屋
御
用
留
」
や
「
御
用
日
記
留
」
が
用
い
ら
れ
て

い
る
。
そ
し
て
唯
一
、
一
冊
に
二
年
分
が
記
述
さ
れ

て
い
る
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
B
群
は
厚
手
の

表
紙
・
裏
表
紙
が
つ
き
、
糸
で
和
綴
じ
さ
れ
て
い

る
。
表
題
も
ほ
ぼ
「
御
用
日
記
留
」
に
固
定
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
寸
法
も
A
群
の
も
の
よ
り
ひ
と
ま
わ

り
大
き
く
、
ペ
ー
ジ
数
(
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
撮

影
コ
マ
数
)
も
か
な
り
増
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、

A

群
で
は
表
紙
に
「
乙
坂
組
大
庄
屋
千
穐
覚
兵
衛
」
な
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ど
の
記
述
が
あ
る
が
、

B
群
で
は
裏
表
紙
に
「
大
庄

屋
千
秋
鶴
兵
衛
」
な
ど
の
記
述
が
あ
る
。
そ
し
て
、

弘
化
や
安
政
の
「
御
用
日
記
留
」
の
表
紙
に
は
、
藩

の
改
革
仕
法
や
困
窮
者
へ
の
御
救
、
さ
ら
に
変
死
の

「
検
使
」
つ
い
て
の
記
載
な
ど
、
「
御
用
日
記
留
」

の
な
か
に
特
筆
す
べ
き
事
柄
が
あ
る
と
き
に
は
、
そ

れ
を
示
す
文
章
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
も

特
徴
的
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
御
用
日
記
留
」
の
う
ち
、
文
化
一

一
年
と
天
保
元
年
の
二
冊
を
サ
ン
プ
ル
と
し
て
内
容

を
検
討
し
て
い
く
。
こ
の
二
冊
を
選
択
し
た
理
由

は
、
先
述
の
よ
う
に
形
態
上
の
変
化
と
執
筆
者
の
違

い
に
よ
る
。

千
秋
家
の
「
御
用
日
記
留
」
の
内
容
は
主
に
組
下

村
か
ら
の
藩
へ
の
上
申
、
大
庄
屋
か
ら
の
藩
へ
の
上

申
、
触
な
ど
藩
か
ら
の
下
達
、
大
庄
屋
の
覚
、
な
ど

に
大
別
で
き
る
(
表
二
参
照
)
。
以
下
、
二
年
分
の
「
御

用
日
記
留
」
を
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
よ
う
。

【
文
化
一
一
年
「
御
用
日
記
留
」
の
検
討
】

ま
ず
、
文
化
一
一
年
の
「
御
用
日
記
留
」
よ
り
検

討
し
て
い
き
た
い
。
文
化
一
一
年
の
「
御
用
日
記
留
」

の
総
件
数
は
七
九
件
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
件
数
の
多

い
大
庄
屋
の
覚
の
中
で
、
他
領
大
庄
屋
関
係
の
項
目

野
尻

鯖
江
藩
大
庄
屋
の
職
掌
に
つ
い
て

や
御
救
い
な
ど
救
悩
関
係
の
項
目
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
れ
は
前
者
が
領
、
玉
他
領
通
行
時
の
、
鳥
目
下
賜
な

ど
に
つ
い
て
他
領
大
庄
屋
か
ら
千
秋
鶴
兵
衛
宛
の
受

取
(
八
件
)
・
他
領
大
庄
屋
へ
の
連
絡
の
雛
形
(
二

件
)
、
他
領
大
庄
屋
書
上
(
一
件
)
で
あ
る
。
後
者

が
領
主
か
ら
の
、
金
品
下
賜
の
割
当
(
七
件
)
・
困

窮
者
や
火
事
に
よ
る
被
災
者
へ
の
御
救
(
三
件
)
で

あ
る
。
拝
借
金
・
下
賜
さ
れ
る
金
品
は
組
ご
と
に
割

当
ら
れ
、
さ
ら
に
組
下
村
ご
と
へ
の
割
当
内
訳
が
書

上
げ
ら
れ
、
村
名
の
下
に
押
印
さ
れ
て
い
る
場
合
が

あ
る
。
ま
た
、
質
池
争
論
に
関
す
る
書
類
を
書
き
留

め
、
争
論
の
経
過
を
把
握
し
、
そ
の
仲
裁
の
た
め
の

立
会
人
を
周
旋
し
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
よ
り
、
大

庄
屋
が
形
式
的
で
は
あ
る
が
他
領
大
庄
屋
と
関
係
し

て
い
た
こ
と
や
「
御
用
日
記
留
」
が
村
ご
と
に
下
賜

さ
れ
る
金
品
・
拝
借
金
を
記
録
し
て
い
た
こ
と
、
争

論
の
調
停
な
ど
が
大
庄
屋
の
職
務
の
一
つ
で
あ
っ
た

こ
と
を
確
認
で
き
る
。

藩
か
ら
の
下
達
文
書
に
つ
い
て
。
丈
化
一
一
年
七

月
に
鯖
江
藩
六
代
目
藩
主
間
部
詮
允
が
死
去
し
、
末

弟
の
詮
勝
が
家
督
を
相
続
し
た
。
そ
の
た
め
こ
の
年

の
藩
か
ら
の
下
達
文
書
は
そ
れ
ら
に
関
係
す
る
触
・

達
が
多
く
あ
り
、
下
賜
に
つ
い
て
の
記
述
も
家
督
相

続
に
関
す
る
祝
儀
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
な
お
、
藩

か
ら
の
下
達
文
書
の
発
給
主
体
は
郡
奉
行
や
そ
の
支

配
下
の
代
官
で
あ
る
こ
と
が
多
い
が
、
場
合
に
よ
っ

て
は
勘
定
奉
行
、
寺
社
奉
行
が
加
わ
り
三
奉
行
連
署

で
こ
れ
を
発
し
て
い
る
。

組
下
村
か
ら
の
上
申
に
つ
い
て
。
組
下
上
申
の
な

か
で
最
も
件
数
が
多
い
の
は
養
子
婚
姻
関
係
(
一
二

件
)
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
「
乍
恐
」
と
い
う
表
題
が

あ
り
(
省
略
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
)
、
本
文
(
ど

こ
の
誰
で
何
歳
か
が
記
さ
れ
て
い
る
)
、
願
主
の
名
前

・
村
役
人
名
(
単
に
「
村
役
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
る
)
が
書
か
れ
て
い
る
。
本
文
は
居
住
地
・

名
前
・
年
齢
の
ほ
か
を
「
同
断
」
で
省
略
し
て
い
る

こ
と
も
あ
る
。
年
月
日
は
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が

多
い
。
こ
の
よ
う
な
表
題
、
本
丈
、
願
主
・
村
役
人

名
と
い
っ
た
記
載
形
式
で
記
さ
れ
て
い
る
も
の
に
は

家
作
願
、
引
越
・
他
国
出
願
、
村
方
普
請
願
、
火
事

届
な
ど
が
あ
る
。
た
だ
し
、
火
事
届
に
は

右
之
通
奉
願
候
ニ
付
吟
味
仕
候
処
相
違
無
御
座
候

問
奥
印
差
上
申
候
以
上

乙
坂
組
大
庄
屋

覚
兵
衛

円
け
い

にト

御
役
所

と
い
う
奥
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
奥
書
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に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
組
下
か
ら
の
上
申
文
書
が

「
御
用
日
記
留
」
に
記
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
文
書
が
大
庄
屋
の
も
と
を
通
過
し
て
か
ら
藩
庁

に
提
出
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
以
上
よ
り
大

庄
屋
の
取
次
的
な
役
割
、
人
別
な
ど
在
地
に
お
け
る

民
衆
の
動
向
を
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺

‘
え
ヲ
ゐ
。

最
も
件
数
の
少
な
か
っ
た
大
庄
屋
の
上
申
文
書
に

つ
い
て
。
そ
の
内
容
は
奉
書
運
上
の
雛
形
(
一
件
)
、

殿
様
送
葬
に
つ
き
伺
い
(
一
件
)
、
大
庄
屋
退
役
願
雛

形
(
一
件
)
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
大
庄
屋
の
職
務
に

関
係
す
る
も
の
で
あ
り
、
千
秋
家
個
人
に
関
係
す
る

私
的
な
記
載
は
「
御
用
日
記
留
」
の
な
か
に
は
見
ら

れ
な
か
っ
た
。

【
天
保
元
年
「
御
用
日
記
留
」
の
検
討
】

つ
ぎ
に
天
保
元
年
の
「
御
用
日
記
留
」
に
つ
い
て

検
討
す
る
。
こ
の
「
御
用
日
記
留
」
の
記
載
内
容
は

天
保
二
年
で
あ
る
が
、
表
紙
に
「
天
保
元
年
」
と
記

さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
後
と
く
に
断
ら
な
い
限
り
便

宜
上
、
天
保
元
年
と
表
記
す
る
。
年
号
と
記
載
内
容

の
ズ
レ
は
、
改
元
の
関
係
で
年
号
表
記
が
混
乱
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
天
保
元
年
の
「
御
用
日
記
留
」

の
総
件
数
は
一
四
七
件
で
あ
る
。
文
化
一
一
年
の
「
御

用
日
記
留
」
と
比
べ
て
総
件
数
は
顕
著
な
増
加
を
見

せ
て
い
る
も
の
の
、
項
目
数
自
体
は
そ
れ
ほ
ど
増
え

て
い
な
い
。

圧
倒
的
に
件
数
の
多
か
っ
た
組
下
村
か
ら
の
上
申

文
書
に
つ
い
て
。
こ
こ
で
特
徴
的
な
の
は
、
数
点
を

除
い
て
全
て
に
大
庄
屋
千
秋
郡
治
の
奥
書
が
あ
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
奥
書
は
先
述
の
火
事
届
の
も
の
と

ほ
と
ん
ど
同
一
で
あ
る
か
、
多
少
本
文
の
状
況
を
よ

く
表
す
文
言
に
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
形

式
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
形
式
的
な
奥
書
が
、
婚

姻
や
材
木
伐
採
と
い
っ
た
「
御
用
日
記
留
」
の
多
く

を
占
め
る
組
下
か
ら
の
上
申
文
書
に
記
載
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
の
は
天
保
元
年
の
「
御
用
日
記
留
」
か
ら

で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
「
御
用
日
記
留
」
の
な
か
で
、

奥
書
は
火
事
届
・
荒
地
見
分
差
出
帳
・
村
役
人
選
出

と
い
っ
た
も
の
に
の
み
書
か
れ
て
い
る
。
な
ぜ
天
保

期
以
前
の
「
御
用
日
記
留
」
の
上
申
文
書
の
多
く
に

奥
書
が
書
か
れ
な
い
の
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
天

保
元
年
以
前
は
形
式
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
省
略
さ
れ

て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
実
際
の

落
庁
に
提
出
す
る
文
書
に
は
奥
書
が
書
か
れ
て
い
た

が
、
「
御
用
日
記
留
」
に
は
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

と
も
想
定
し
う
る
。
と
い
う
の
は
、
天
保
期
以
前
の

「
御
用
日
記
留
」
に
は
、
上
申
文
書
が
提
出
さ
れ
る

べ
き
「
御
役
所
」
と
い
う
宛
所
も
奥
書
と
同
じ
く
記

載
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

他
の
点
に
関
し
て
は
、
天
候
不
順
に
起
因
し
て
、

堤
防
の
損
壊
・
修
復
、
御
救
願
が
多
い
こ
と
、
さ
ら

に
村
役
人
の
退
役
・
跡
役
が
注
目
さ
れ
る
。
と
く
に

村
役
人
の
跡
役
に
つ
い
て
は
、
願
書
で
村
か
ら
数
人

の
候
補
者
を
立
て
て
大
庄
屋
が
奥
書
で
一
名
を
推
薦

す
る
形
式
を
と
っ
て
い
る
岨
。

大
庄
屋
の
上
申
に
つ
い
て
。
上
申
丈
書
の
多
く

は
、
先
述
の
天
候
不
順
に
よ
る
村
方
の
実
情
を
述

べ
、
藩
へ
対
策
を
促
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
他
に

は
困
窮
者
を
認
定
し
彼
ら
へ
の
救
済
を
願
っ
た
り
、

札
席
者
の
取
立
て
や
長
寿
者
の
具
・
甲
が
あ
る
。

大
庄
屋
覚
・
組
下
下
達
に
つ
い
て
。
こ
こ
で
は
上

申
文
書
で
多
か
っ
た
御
救
な
ど
の
勧
農
・
救
岨
対
策

に
つ
い
て
の
控
(
御
救
米
の
分
配
な
ど
)
が
多
く
記

さ
れ
て
い
る
。
他
に
検
見
費
用
の
各
組
下
村
負
担
分

の
控
も
あ
る
。
ま
た
、
「
そ
の
他
」
の
項
目
に
は
大

庄
屋
の
親
死
亡
に
よ
る
忌
引
き
用
状
の
控
や
酒
屋
株

主
百
上
、
諸
職
人
の
物
品
供
出
に
つ
い
て
の
覚
が
あ

る
。
藩
へ
の
年
始
御
礼
の
様
子
も
詳
細
に
記
さ
れ
て

い
る
。
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藩
か
ら
の
下
達
に
つ
い
て
。
こ
の
年
は
二
件
し
か

記
載
が
な
く
、
そ
れ
は
、
博
突
禁
止
と
触
の
組
下
村

へ
の
徹
底
・
請
書
提
出
で
あ
る
。
前
者
が
「
御
奉
行

様
」
(
郡
奉
行
と
思
わ
れ
る
)
よ
り
出
さ
れ
て
お
り
、

後
者
が
「
御
代
官
様
四
人
」
よ
り
出
さ
れ
て
い
る
。

年
毎
の
実
情
を
多
く
反
映
す
る
御
用
留
で
あ
る
の

で
、
二
年
分
の
考
察
で
は
十
全
で
な
く
、
近
年
指
摘

さ
れ
て
い
る
御
用
留
研
究
の
問
題
点
4

に
関
し
て
依

然
と
し
て
課
題
を
残
す
も
の
で
あ
る
が
、
吉
田
氏
の

先
行
研
究
と
合
わ
せ
れ
ば
、
鯖
江
藩
大
庄
屋
の
基
本

的
な
職
務
は
明
ら
か
に
で
き
た
と
考
え
て
よ
か
ろ

、叶ノ。

85 

最
後
に
、
千
秋
家
の
二
冊
の
御
用
留
で
確
認
で
き

な
か
っ
た
大
庄
屋
の
職
務
や
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
て

お
き
た
い
。

組
下
村
の
共
通
意
思
形
成
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ

る
が
、
臨
時
に
寄
合
い
、
意
思
形
成
し
て
い
た
可
能

性
は
文
化
一
四
年
(
一
八
一
七
)
の
御
用
金
反
対
意

見
陳
情
か
ら
推
察
で
き
る
叫
O

廻
状
な
ど
の
組
下
村

間
の
恒
常
的
な
伝
達
ル

l
ト
は
未
確
認
で
あ
る
が
、

虚
無
僧
勧
化
に
対
す
る
六
組
全
体
で
の
仕
切
関
係
が

あ
り
、
そ
れ
は
廻
状
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
の
で

品
、
一
定
の
伝
達
ル

l
ト
は
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ

野
尻

鯖
江
藩
大
庄
屋
の
職
掌
に
つ
い
て

る。
丈
政
一

O
年
(
一
八
二
七
)
六
月
、
轟
井
組
に
お

い
て
「
御
才
覚
金
被
仰
出
候
た
ひ
毎
組
中
割
合
ニ
致

候
市
者
不
出
来
之
村
方
茂
有
之
候
」
と
組
下
村
々
で

才
覚
金
の
工
面
が
困
難
と
な
っ
た
と
き
、
組
下
村
々

で
は
「
大
庄
屋
殿
・
惣
代
中
井
庄
屋
中
之
内
ニ
而
何

様
ニ
モ
相
働
御
上
納
被
下
候
様
御
頼
申
上
候
」
と
組

下
村
に
代
わ
っ
て
大
庄
屋
ら
に
よ
る
才
覚
金
の
上
納

を
働
き
か
け
た
制
。
大
庄
屋
や
村
役
人
は
組
下
村
々

よ
り
経
済
的
支
援
を
求
め
ら
れ
て
い
た
。

天
保
一
五
年
(
一
八
四
四
)
に
は
、
木
本
領
家
組

に
お
い
て
組
下
村
の
西
俣
村
で
未
進
金
が
嵩
ん
だ
た

め
、
同
組
大
庄
屋
杉
本
弥
三
右
衛
門
が
「
御
気
之
毒

御
不
便
ニ
被
思
召
、
厚
キ
御
心
配
金
主
先
御
問
調
之

上
御
口
入
庄
屋
元
迄
御
貸
渡
被
下
」
と
金
主
を
斡
旋

し
て
貸
付
の
助
成
を
し
て
い
る
品
。

こ
の
よ
う
に
大
庄
屋
は
藩
へ
の
拝
借
金
願
を
上
申

す
る
ほ
か
に
、
組
下
村
の
才
覚
金
上
納
を
肩
代
わ
り

し
た
り
、
貸
金
の
金
主
を
紹
介
し
た
り
と
い
っ
た
経

済
的
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
管
轄
村
に
対
し
て
責
任

を
負
っ
て
い
た
。

ま
た
、
大
庄
屋
交
代
に
よ
る
文
書
引
継
に
際
し
、

他
組
の
大
庄
屋
が
立
ち
会
っ
た
り
、
組
下
村
の
庄
屋

交
代
に
際
し
、
そ
の
立
会
と
し
て
他
村
の
庄
屋
を
呼

び
出
し
た
り
も
し
て
い
る
品
。
文
書
管
理
な
ど
の
行

政
の
引
継
ぎ
に
も
大
庄
屋
が
大
き
く
関
与
し
て
い
た

お
わ
り
に

鯖
江
藩
大
庄
屋
の
職
掌
は
、
上
意
下
達
、
下
意
上

申
、
年
貢
取
立
、
人
足
徴
集
、
争
論
調
停
、
村
役
人

選
出
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
た
。
大
庄
屋
の
組
入

用
・
郡
中
入
用
へ
の
関
与
は
不
明
で
あ
る
が
、
触
元

時
代
に
は
入
用
に
つ
い
て
役
所
の
監
査
が
恒
常
的
に

入
っ
て
お
り
、
自
律
的
な
運
営
と
は
言
い
難
い
。
た

だ
し
、
こ
れ
は
実
態
面
の
検
討
を
欠
い
て
い
る
の
で

そ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
大
庄
屋
制
施
行
時

か
ら
触
元
制
そ
し
て
再
び
大
庄
屋
制
へ
と
一
回
O
年

以
上
に
わ
た
り
、
そ
の
制
度
が
改
変
し
て
も
職
掌
自

体
は
大
枠
に
お
い
て
変
化
が
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
な
職
掌
を
有
す
る
鯖
江
藩
大
庄
屋
で
あ
る

が
、
大
庄
屋
や
組
下
村
庄
屋
が
寄
合
う
よ
う
な
会
所

が
設
け
ら
れ
た
こ
と
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
大
庄

屋
が
拝
借
米
や
御
用
金
反
対
を
願
う
こ
と
は
し
ば
し

ば
あ
っ
た
が
、
嘆
願
闘
争
の
中
心
と
な
り
広
域
的
・

持
続
的
な
闘
争
を
組
織
し
た
こ
と
も
見
ら
れ
な
か
っ
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た
o

鯖
江
藩
は
藩
領
が
散
在
し
て
い
た
た
め
地
方
支

配
の
負
担
が
大
き
く
、
こ
の
負
担
を
軽
減
す
る
在
地

の
行
政
事
務
請
負
と
し
て
大
庄
屋
を
藩
政
機
構
に
組

み
込
み
、
地
方
支
配
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
と
い
え

よ
う
。
ま
た
一
方
、
大
庄
屋
が
在
地
の
状
況
を
把
握

し
て
い
た
こ
と
も
窺
え
る
。

な
お
、
間
部
詮
勝
が
藩
主
に
就
任
し
、
そ
の
後
老

中
へ
と
昇
進
す
る
な
か
で
御
用
金
賦
課
の
大
庄
屋
職

務
中
に
占
め
る
割
合
が
大
き
く
な
っ
た
こ
と
は
先
行

研
究
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
重
要
な
問

題
に
つ
い
て
は
、
大
庄
屋
と
藩
お
よ
び
地
域
と
の
関

係
と
あ
わ
せ
て
機
会
を
改
め
て
論
じ
る
つ
も
り
で
あ

る。ー
越
前
囲
内
の
大
庄
屋
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
や
基
礎
的
デ

ー
タ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
越
前
固
に
お
け
る
大
庄
屋
に

つ
い
て
L

(

『
福
井
県
史
研
究
会
会
報
』
第
五
号
、
二

O
O
一一

年
、
掲
載
予
定
)
を
参
照
。

2
志
村
洋
氏
の
一
連
の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
と
り
あ
え

ず
、
志
村
洋
「
近
世
後
期
の
地
域
社
会
と
大
庄
屋
制
支
配
L

(
『
歴
史
学
研
究
』
七
二
九
、
一
九
九
九
年
)
、
同
「
近
世
大

庄
屋
研
究
の
現
状
と
課
題
」
(
渡
辺
尚
士
山
編
『
近
世
地
域
社

会
論
』
、
岩
田
書
院
、
一
九
九
九
年
)
な
ど
を
参
照
。

3
吉
田
叡
「
鯖
江
藩
大
庄
屋
の
一
考
察
」
(
『
福
井
県
地
域
史
研

究
』
八
、
一
九
七
八
年
)

0

4
浅
井
潤
子
「
鯖
江
領
に
お
け
る
村
落
行
政
の
一
斑
L

(

『
史
料

館
研
究
紀
要
』
九
、
一
九
七
七
年
)
、
同
「
鯖
江
藩
の
領
国

経
営
と
地
方
支
配
」
(
『
日
本
歴
史
』
三
六
七
、
一
九
七
八
年
)
。

5

『
国
史
大
辞
典
』
の
「
大
庄
屋
」
の
項
を
参
照
。

6
大
庄
屋
な
ど
の
中
間
支
配
機
構
の
御
用
留
に
つ
い
て
の
研

究
に
、
龍
橋
俊
光
「
御
用
留
に
見
る
水
戸
藩
大
山
守
・
山

横
目
の
御
用
」
(
『
茨
城
県
史
研
究
」
七
九
、
一
九
九
七
年
)
、

渡
辺
尚
志
「
文
化
1
天
保
期
の
大
庄
屋
と
地
域
社
会
」
(
渡

辺
尚
志
編
『
近
世
地
域
社
会
論
』
、
岩
田
書
院
、
一
九
九
九

年
)
な
ど
が
あ
る
。

7

『
間
部
家
文
書
』
第
三
巻
、
解
説
三
四
頁
。
例
え
ば
、
千

秋
家
文
書
(
福
井
県
立
図
書
館
寄
託
)
、
福
岡
家
文
書
(
福

井
県
史
マ
イ
ク
ロ
複
製
本
)
、
窪
田
家
文
書
(
国
立
史
料
館

マ
イ
ク
ロ
複
製
本
)
な
ど
の
御
用
留
が
そ
れ
ぞ
れ
連
年
で

残
存
し
て
い
る
。
な
お
、
千
秋
家
文
書
の
御
用
留
の
多
く

は
国
立
史
料
館
の
マ
イ
ク
ロ
複
製
本
に
も
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
御
用
留
に
関
す
る
研
究
成
果
と
し
て
は
、

下
新
庄
村
福
岡
家
の
御
用
留
か
ら
通
婚
圏
と
結
婚
年
齢
に

関
す
る
数
量
分
析
を
行
っ
た
も
の
が
あ
る
(
『
福
井
県
史
』

通
史
編
四
、
七
六
四
1
七
六
六
頁
)
。

8
本
稿
作
成
の
た
め
の
史
料
調
査
で
、
千
秋
家
の
御
用
留
の

確
認
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
い
わ
ゆ
る
「
雑
」
の
分
類
よ
り

表
紙
欠
や
前
欠
の
御
用
留
と
思
わ
れ
る
史
料
を
数
点
発
見

し
た
。
過
去
の
時
間
的
制
約
を
大
き
く
受
け
た
史
料
調
査

・
整
理
や
史
料
そ
の
も
の
に
対
す
る
認
識
不
足
か
ら
一
部

欠
如
し
た
御
用
留
が
「
雑
」
に
分
類
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

「
雑
」
の
分
類
に
さ
れ
た
文
書
の
再
検
討
が
必
要
で
あ
ろ

う
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
青
木
美
智
男
『
文
化
文
政
期

の
民
衆
と
文
化
』
(
文
化
書
房
博
文
社
、
一
九
八
五
年
)
第

六
章
「
民
衆
的
立
場
か
ら
の
近
世
地
方
文
書
論
」
の
「
『
雑
』

文
書
の
再
生
が
必
要
L

の
項
を
参
照
。

9
窪
田
家
文
書
「
日
記
」
(
国
立
史
料
館
マ
イ
ク
ロ
複
製
本
)
o

m
『
鯖
江
市
史
』
通
史
編
上
巻
、
五
O

一kli
五一

O
頁。

日
享
保
七
年
五
月
一
一
日
「
指
上
申
証
文
之
事
」
(
福
岡
家
文

害
、
福
井
県
史
マ
イ
ク
ロ
複
製
本
F
』
二
八
八
)
。

ロ
延
享
四
年
一
一
月
「
指
上
申
一
札
之
事
」
(
福
岡
家
文
書
、
福

井
県
史
マ
イ
ク
ロ
複
製
本
F

二
八
人
)
。

日
窪
田
家
文
書
「
日
記
」
(
国
立
史
料
館
マ
イ
ク
ロ
複
製
本
、

史
料
番
号
一

O
)
。

リ

H

『
間
部
家
文
書
』
第
一
一
巻
、
解
説
二

O

一
頁
。
『
鯖
江

市
史
』
通
史
編
上
巻
、
五
人
二
・
三
頁
。

目
前
掲
註
四
、
浅
井
論
文
(
一
九
七
八
年
)
五
頁
o

m前
掲
註
二
三
。

口
前
掲
註
四
、
浅
井
論
文
(
一
九
七
八
年
)
参
照
。
ま
た
、

鯖
江
藩
の
大
坂
借
財
を
考
察
す
る
な
か
で
御
用
金
に
ふ
れ

た
も
の
に
、
藤
村
聡
「
越
前
鯖
江
落
と
大
坂
金
主
の
借
財

交
渉
」
・
「
越
前
鯖
江
藩
の
専
売
制
と
御
用
金
徴
収
」
(
同

『
近
世
中
央
市
場
の
解
体
』
、
清
文
堂
、
一
一

0
0
0
年
)
が

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



87 

あ
る
。

叩
出
前
掲
註
二
ニ
。

mu

『
間
部
家
文
書
』
第
三
巻
、
一
五
0
・
一
頁
。

初
窪
田
家
文
書
「
日
記
」
(
国
立
史
料
館
マ
イ
ク
ロ
複
製
本
、

史
料
番
号
一
三
)
。

幻
鯖
江
藩
で
は
、
立
藩
直
後
の
享
保
六
年
に
年
貢
減
免
を
求

め
た
強
訴
が
発
生
し
て
い
る
。
強
訴
と
大
庄
屋
制
と
の
関

連
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
て
論
じ
る
予
定
で
あ
る
o

n
「
間
部
家
文
書
』
第
二
巻
、
二
ハ
七
頁
。

お
「
三
一
一
庄
屋
越
度
に
つ
き
五
か
村
赦
免
願
」
(
『
勝
山
市

史
』
資
料
篇
第
三
巻
、
五
=
二
・
二
頁
)
。

川
副
大
庄
屋
の
一
斉
罷
免
か
ら
触
元
任
命
、
大
庄
屋
制
再
施
行

ま
で
は
前
掲
註
四
の
浅
井
論
文
(
一
九
七
八
年
)
五
i
七

頁
を
参
考
に
し
た
。
管
見
の
限
り
、
同
論
文
で
使
用
さ
れ

た
史
料
の
ほ
か
に
大
庄
屋
制
の
変
遷
に
関
す
る
史
料
は
見

当
ら
な
い
。

お
『
池
田
町
史
』
を
参
考
に
し
た
が
、
向
書
の
記
述
に
は
史

料
の
所
在
な
ど
不
明
瞭
な
点
が
多
か
っ
た
こ
と
を
付
記
し

て
お
く
。

お
「
池
田
郷
大
工
定
証
文
の
事
」
(
『
池
田
町
史
』
史
料
編
、
六

七
七
・
八
頁
)
。

幻
「
指
上
申
一
札
の
事
」
(
『
池
田
町
史
』
史
料
編
、
六
五
六
・

七
頁
)
。

お
窪
田
家
文
書
「
日
記
」
(
国
立
史
料
館
マ
イ
ク
ロ
複
製
本
、

史
料
番
号
二
O
)
。

野
尻

鯖
江
藩
大
庄
屋
の
職
掌
に
つ
い
て

お
『
間
部
家
文
書
』
第
三
巻
、
二
一
一
七
・
八
頁
。

初
『
間
部
家
文
書
』
第
一
一
一
巻
、
一
一
一
一
一
0
・
一
頁
。

出
『
池
田
町
史
』
史
料
編
、
一
二

O
頁
o

u
『
間
部
家
文
書
』
第
三
巻
、
一
一
四
八
頁
。

お
同
右
。

M
A

「
間
部
家
文
書
』
第
三
巻
、
二
六
四
・
五
頁
。

お
「
五
触
元
役
勤
方
に
つ
き
書
下
し
覚
L

(

『
勝
山
市
史
』
資

料
篇
第
三
巻
、
六
七
五
・
六
百
円
)
。

お
『
福
井
県
史
』
資
料
編
五
巻
、
千
秋
勝
稔
家
文
書
解
題
も

あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

幻
千
秋
家
文
書
(
福
井
県
立
図
書
館
寄
託
)

0

註
八
で
も
先
述

し
た
が
、
本
稿
作
成
の
史
料
調
査
で
国
立
史
料
館
マ
イ
ク

ロ
複
製
本
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
御
用
留
(
表
'
紙
な
ど
欠
)

も
発
見
さ
れ
て
い
る
。

お
改
名
に
つ
い
て
は
「
御
用
日
記
留
」
に
お
け
る
大
庄
屋
名

の
記
載
の
変
化
を
参
考
に
し
た
。

ω万
延
二
年
の
「
御
用
日
記
留
」
に
は
、
「
御
間
合
」
を
仰

せ
付
け
ら
れ
た
福
岡
氏
が
乙
坂
組
の
「
組
白
種
々
願
達
仕

候
儀
L

を
「
日
記
ニ
認
置
L

き
、
そ
れ
を
大
庄
屋
役
に
就

い
た
千
秋
氏
に
渡
し
た
と
あ
る
。
そ
し
て
、
千
秋
氏
は
そ

の
「
御
間
合
中
書
物
類
日
記
留
」
を
も
と
に
福
岡
氏
が
代

行
し
た
一
一
ヶ
月
分
の
記
事
を
「
御
用
日
記
留
」
に
「
書
写
」

し
た
。

必
大
庄
屋
に
よ
る
村
役
人
選
出
に
つ
い
て
は
別
稿
で
詳
し
く

述
べ
た
い
。

川
出
前
掲
註
六
、
箆
橋
論
文
参
照
。

必
千
秋
家
文
書
文
化
一
四
年
「
御
用
日
記
留
」
(
福
井
県
立
図

書
館
寄
託
)
。

mM
千
秋
家
文
書
文
化
七
年
「
御
用
日
記
留
」
(
福
井
県
立
図
書

館
寄
託
)
。

H
H

「
四
轟
井
組
才
覚
金
割
合
ニ
付
極
証
文
」
「
五
轟
井
組

才
覚
金
ニ
付
示
談
一
札
」
(
『
今
立
町
誌
』
史
料
編
第
二
巻
、

=
一
五
了
、
二
二
五
四
頁
)
。

必
「
一
二
村
方
金
子
借
用
口
入
に
つ
き
連
印
証
文
」
(
『
勝
山

市
史
』
資
料
篇
第
三
巻
、
五
四
四
・
五
頁
)
。

必
「
覚
」
(
岡
文
雄
家
文
書
、
福
井
県
立
博
物
館
寄
託
、
史
料

整
理
番
号
三
二
九
四
)
。

門
出
『
池
田
町
史
』
史
料
編
、
六
三
九
i
六
五
一
頁
。

【
付
記
】

本
稿
作
成
の
た
め
の
史
料
開
覧
に
あ
た
り
、
福
井

県
立
図
書
館
司
書
長
野
栄
俊
氏
に
は
た
い
へ
ん
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
こ
こ
に
感
謝
を
記

し
ま
す
。
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千秋家文書「御用日記留」
番号 年 イ七 表 題 コマ数 寸法cm(行 Xヨコ)マイクロNo 有情 考
1 文化4年(1807) 大庄屋御用留 未確認 25. 5x 17. 0 なし 表紙に「乙坂組Ji磯右衛門」とあり
2 [文化7年(1810)] 表紙破損 大 70 23. 9x 16. 6 なし 裏表紙なし はさみこみ3点あり 本文中に「磯右衛門」あり
3 文化8年(1811) 乙坂組御用日日己 未確認 24. 7X 17. 3 なし 表紙に(印) 2つあり
4 文化9年(1812) 大庄屋御用留 71 25. OX 16. 9 1 表紙に「 ヶ年相用ひIほか文百あり記載内容は文化9・10年の2年分
5 文化11年(1814) 御用日記 58 24.9XI7.1 2 
6 文化12年(1815) 御用日記 留 未確認 24. 5X 16. 3 なし 表紙に「乙坂組大庄屋千秋覚兵衛(印)Jあり
7 文化13年(1816) 御用日記 留 52 24.8XI7.0 3 表紙に「乙坂組大庄屋千秋覚兵衛」ほか文百あり
8 文化14年(1817) 大庄屋御用留 46 24. 8x 16. 8 4 
9 文政2年(1819) 大庄屋御用留 66 25. 5x 16. 3 5 
10 文政3年(1820) 御用日記 留 61 24.7xI7.0 6 表紙に「乙坂組大庄屋千穐覚兵衛Jあり
11 文政4年(1821) 御用日 記留 62 24. 8x 17. 0 7 表紙に「乙坂組Ji大庄屋千秋覚兵衛」あり
12 文政5年(1822) 御用日記 留 未確認 25.1 x 16. 9 なし 表紙に「乙坂組Ji大庄屋千秋覚兵衛」あり
13 文政6年(1823) 御用日目己留 90 25. 2x 16. 3 8 表紙に「大庄屋千穐鶴兵衛」ほか文百あり
14 [文政7年(1824)] 表 紙 欠 75 25. 5x 17.4 なし 裏表紙なし
15 文政8年(1825) 御用日記 留 54 25.1 x 16. 7 9 表紙に「乙坂組大庄屋千秋鶴兵衛」ほか文百あり
16 文政9年(1826) 御用日記 留 54 25.2x 16. 6 10 表紙に「乙坂組大庄屋Ji千穐鶴兵衛」文日あり
17 [文政11年(1828)]表 紙 欠 54 25.4x 16. 9 なし 記載は26コマ分のみ 残りは白紙 10月で記載終了
18 文政12年(1829) 御用日日己留 82 28.8x20.5 11 表紙に「千秋郡治」とあり
19 文政13年(1830) 御用日記 留 80 29.0x20.0 12 
20 天保冗年(1830) 御用日記留 159 28.8x20.3 13 和綴 日己載内容は天保2年 (1831)
21 天保3年(1832) 御用日記留 146 28. 5x 19. 9 14 手口綴
22 [天保4年(1833)] 表 紙 欠 145 28.5x20.2 50 和綴最後の見聞きに「千秋鶴兵衛Jとあり はさみこみl点あり
23 天保 5年(1834) 御用日目己留 128 28. 5x 19. 5 15 和綴最後の見聞きに「千秋鶴兵衛」とあり
24 天保6年(1835) 御用日記留 121 28.8x20.1 16 和綴最後の見開きに「千秋鶴兵衛」とあり
25 天保 7年(1836) 御用日記 留 166 29.2xI9.5 17 和綴
26 天保 8年(1837) 御用日目己留 161 28.9xI9.1 18 和綴
27 天保 9年(1838) 御用日記 留 141 28. 6x 19. 0 19 和綴裏表紙に「大庄屋千秋鶴兵衛jとあり
28 天保10年(1839) 御用日記留 95 28. 5x 18. 4 20 和綴表紙に文百あり裏表紙に「大庄屋千秋鶴兵衛Jとあり
29 天保12年(1841) 御用日記留 118 29.0xI9.3 21 和綴裏表紙に「大庄屋千秋鶴兵衛jとあり
30 天保13竿(1842) 御用日記 留 120 28. 2x 18. 9 22 和綴裏表紙に「大庄屋千秋鶴兵衛」とあり
31 天保14年(1843) 御用日記 留 111 28. 8x 18. 8 23 和綴長表紙に「大庄屋千秋鶴兵衛」とあり
32 天保15年(1844) 御用日記留 110 28. 5x 19.1 24 和綴義表紙に「大庄屋千秋鶴兵衛jとあり
33 臣、化2年(1845) 御用日記留 115 28. 9x 19. 0 25 和綴表紙に文言あり裏表紙に I大庄屋千秋鶴兵衛」とあり
34 弘化3年(1846) 御用白百己留 119 28. 9x 19. 0 26 和綴表紙に文章あり 裏表紙に「大庄屋千秋鶴兵衛jとあり
35 臣、化4年(1847) 御用日記 留 118 29. 6x19. 4 27 和綴裏表紙に「大庄屋千秋鶴兵衛Jとあり
36 弘化5年(1848) 御用日記留 118 29.1xI9.5 28 和綴義表紙に「大庄屋千秋鶴兵衛」とあり
37 嘉永冗年(1848) 御用日記留 108 29.1xI9.3 29 和綴裏表紙に「大座屋千枇鶴兵荷Jとあり記載内容は嘉永2年(1849)
38 嘉永 3年(1850) 御用日記 留 120 29. 5x 19. 5 30 和綴裳表紙に「大庄屋千秋鶴兵衛」とあり
39 嘉永4年(1851) 御用 日記留 115 29.2x19.4 31 和綴裏表紙に「大庄屋千秋鶴兵衛」とあり
40 嘉永 5年(1852) 御用日目己留 117 28. 9x 19. 0 32 和綴墨表紙に「大庄屋千秋鶴兵衛Jとあり
41 嘉永 6年(1853) 御用日記留 115 28. 8x 19. 0 33 和綴裏表紙に「大庄屋千秋鶴兵衛jとあり
42 嘉永 7年(1854) 御用日記 留 119 28. 9x 18. 8 34 和綴裏表紙に「大庄屋千秋鶴兵衛」とあり
43 安政2年(1855) 御用日記 留 109 28. 8x 18. 9 35 和綴表紙に文章あり
44 安政3年(1856) 御用日記 留 115 29. 8x19. 4 36 和綴表紙に文言あり裏表紙に「大庄屋千秋鶴兵衛」とあり
45 安政4年(1857) 御用自己 留 未確認 28.4xI9.2 なし 和綴表紙に文章あり
46 安政 5年(1858) 御用 日記 留 未確認 28. 5x 19.1 なし 和綴表紙に文章あり
47 安政6年(1859) 御用日記留 113 28. 7x 19.1 37 和綴長表紙に「大庄屋千秋鶴兵衛Jとあり
48 安政7年(18焔J) 御用日記 留 116 28. 9x 19. 5 38 和綴表紙に文章あり裏表紙に[大庄屋千秋鶴兵衛jとあり
49 万延2年(1861) 御用日記留 117 28.9x19.0 39 平日綴長表紙に「大庄屋千秋鶴兵衛」とあり
50 文久2年(1862) 御用日記留 117 28. 7x 19. 0 40 和綴裏表紙「大庄屋千穐郡治」とあり
51 文久3年(1863) 御用 日記 留 129 29. OX 19. 3 41 平日綴裏表紙に「大庄屋千秋郡治」とあり
52 文久4年(1864) 御用日記留 150 29.0x18.7 42 和綴裏表紙に「大庄屋千穐郡治」とあり
53 元治 2年(1865) 御用日記 162 28. 7X 18. 5 46 和綴裏表紙に「大庄屋千秋郡治Jとあり
54 慶応2年(1866) 御用日記 留 161 28. 6x 18. 3 43 和綴裏表紙に「大庄屋千穐君.~治j とあり
55 慶応3年(1867) 御用日記留 158 28.7xI8.2 44 和綴裏表紙に「千穐氏」とあり
56 慶応4年(1868) 御用 日記 留 121 28. 6x 18. 2 45 和綴墨表紙に「千穐氏jとあり
57 明治2年(1869) 御用日記留 137 28. 6x 18. 3 47 手口綴裏表紙に「千穐氏jとあり
58 明治3年(1870) 御用日記 留 140 28. 3x 18.1 48 和綴義表紙に「千秋氏jとあり
59 明治4年(1871) 御用日記留 137 28. 5x 18.1 49 和綴主主表紙に「千秋氏jとあり

表

福井県立図書館「干柏家文書j、国立史料館 fF7303越前国丹生郡 t糸生村干秘家文書jより作成。なお、左記の上糸生付は乙坂村の間違い。
注 1 マイクロNo. は国立史料館の fF7303越前国丹生郡上糸生村千稔家文書jのものo

出 2 マイクロNo が「なし」のものはマイクロ収集されていないことをあらわす。
注3 )京本は福井県立図書館に寄託されている。

注4 コマ数は見聞きを lコ?とし、表紙や裏表紙も含む。
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表ニ御用留の内容について

文化11年「御用日記留Jの内容分布

野
尻
鯖
江
藩
大
庄
屋
の
職
掌
に
つ
い
て

組下上申 大庄屋上申 藩より下達 大庄屋覚・組下下達 合計

1 内済-争論関係 4 4 

2 冥加・運上関係 1 I 2 

3 領主巡見関係 1 1 

4 養子婚姻・人別関係 12 12 

5 材木-伐採関係 6 6 

6 火事・犯罪関係 2 2 

7 他領庄屋・大庄屋関係 11 11 

8 家作関係 2 2 

9 引越・他国出関係 5 5 

10 御救・下賜金・拝借金関係 1 10 11 

11 村役人退役・跡役 l l 

12 触・達 8 3 11 

13 御礼・年始御礼関係 l l 2 

14 備蓄米関係 l l 

15 大庄屋退役・跡役 l l 

16 凶作・虫害関係 。
17 検見・租税関係 1 1 

18 村方普請・見分・入用関係 2 2 

19 小前帳文言 2 2 

120 才覚金関係 l 1 

121 その他 1 1 

fi 、 計 31 36 79 

天保元年「御用日記留jの内容分布

組下上申 大庄屋上申 藩より下達 大庄屋覚・組下下達 合計

l 内済・争論関係 4 2 2 8 

2 具加・運上関係 l l 2 

3 領主巡見関係 l l 

4 養子婚姻・人別関係 21 1 22 

5 材木・伐採関係 8 8 

6 火事・犯罪関係 5 5 

7 他領庄屋・大庄屋関係 。
8 家作関係 4 4 

9 引越・他国出関係 9 l 1 11 

10 御救・下賜金・拝借金関係 11 2 7 20 

11 村役人退役・跡役 7 7 

12 触・達 2 2 

13 御礼・年始御礼関係 2 3 6 

14 備蓄米関係 l l 

15 大庄屋退役・跡役 。
16 凶作・虫害関係 l l 2 

17 検見・租税関係 1 l 4 6 

18 村方普請・見分・入用関係 12 7 19 

19 小前帳文百
。

20 寺社相続関係 2 2 

21 才覚金関係 l 2 3 

22 組下村の大庄屋への借金 1 l 

23 困窮者害上 2 2 

24 組盛賄 1 l 

25 小役増減 l l 

26 その他 5 l 7 13 

よE〉3 計 92 24 2 29 147 
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